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小貝川水害から25年
～語り継ごう小貝川の歴史～

昭
和
六
十
一
年
八
月
の
台
風

十
号
に
よ
り
、
小
貝
川
が
氾
濫

し
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
か

ら
今
年
で
二
十
五
年
が
経
ち
ま

し
た
。

こ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

こ
れ
ら
の
経
験
を
将
来
に
語
り

継
ぐ
と
共
に
、
日
頃
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

十
二
月
四
日
（
日
）
筑
西
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
下

館
河
川
事
務
所
・
筑
西
市
･
下

妻
市
･
常
総
市
が
共
催
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

き
ぬ
こ
か
い
新
聞
発 行
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総
合
地
震
防
災
訓
練
実
施

下
館
河
川
事
務
所
で
は
十
一
月
十
四
日(
月)

、

合
地
震
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓

練
は
、
首
都
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
関
東
地
方
整
備
局
全
体
の
行
動

ニ
ュ
ア
ル
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
検
証
、

員
の
地
震
災
害
対
処
能
力
の
向
上
、
防
災
計
画

体
制
の
検
証
と
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で
は
震
度
６
弱
の
地

が
発
生
し
た
と
想
定
し
支
部
の
設
置
や
点
検
、
復

旧
対
策
検
討
、
情
報
収
集
伝
達
の
ほ
か
各
種
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

非
出
水
期
に
な
り

河
川
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

地
域
の
中
学
生
が
未
来
に
向
け
て

職
場
体
験

・

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
前
の
一
策
は
、
事
後
の
百
策
に
も
優
る
！

「
平
成
二
十
三
年
度

工
事
安
全
対
策
協
議
会
」
開
催

•下館中学校吹奏楽部演奏

•和太鼓こゆき演奏

『昭和61年小貝川水害を振り返って』

講師 高知工科大学理事

(当時下館工事事務所長)

福田 昌史

昭和61年8月台風10号による集中豪雨が小貝川流域を襲い、水位がほぼ

全川にわたって計画時の基準数値を超え、150年に1回と言われるほどの出

水となりました。被害は下館市（現筑西市）の面積の約4分の1を泥水の海

に変え、下流の下妻市、石下町(現常総市)、水海道市(現常総市)などにま

で及びました。このような被害がふたたび起きないようにするために、

直轄河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）が行

われ、被害の大きかった母子島（はこじま）地区を遊

水地に造成するとともに、その地区内に点在していた

5集落を集団移転し、遊水地内に新しい町を作るとい

う全国でも初めての改修事業が行われました。

9:30～10:00 吹奏楽演奏

（下館中学校吹奏楽部）

10:00～10:20 主催者挨拶

（国土交通省下館河川事務所長

筑西市長、下妻市長、常総市長）

10:30～11:20 基調講演

（福田 昌史:高知工科大学理事）

11:20～11:40 和太鼓演奏

（和太鼓こゆき）

11:45～12:45 パネルディスカッション

『過去、そして未来へ』

筑西市総合福祉センター
Ｈ２３．１２．４（日）９：３０～１２：４５

シンポジウム会場

住所：茨城県筑西市小林355番地

●体験コーナー
降雨体験車、自然災害体験車、地震体験

車、土のう作り・ひも結びコーナー

●展示：パネル展示、アルバム展示

●地元物産展

十
一
月
は
、
工
事
事
故
防
止
強
化
月
間
で
す
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月

十
五
日
（
火
）
に
工
事
施
工
等
に
係
わ
る
労
働
災
害
・

交
通
事
故
・

及
び
犯
罪
行
為
等
の
発
生
を
未
然
に

防
止
し
、
か
つ
工
事
施
工
等
従
事
者
の
安
全
衛
生
及

び
職
場
環
境
の
向
上
に
努
め
る
た
め
、
発
注
者
・
受

注
者
双
方
の
約
百
四
十
名
が
一
堂
に
会
し
て
「
工
事

安
全
対
策
協
議
会
総
会
」
を
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

○
平
成
二
十
二
年
度
工
事
安
全
施
工
業
者
表
彰

と
安
全
対
策
の
発
表

十
一
月
一
日
、
鎌
庭
出
張
所
管
内
で
、
実
際
に
職
業
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
適
正
に
つ
い
て
考
え
、
進
路
に
対

す
る
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
「中
学
生
に
よ
る
職

場
体
験
」が
、
ま
た
十
一
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
の
三
日
間
、

伊
讃
出
張
所
管
内
で
は
、
中
学
生
が
地
域
の
人
々
と
触
れ

合
う
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
社
会
体
験
学
習

の
「
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
現
場
の
巡
視
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
・ゴ
ミ
鳥

居
の
制
作
・設
置
、
鬼
怒
川
に
つ
い
て
の
講
義
と
水
質
調
査
、

礫
（
れ
き
）河
原
や
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
活
動
等
の
勉
強

な
ど
日
常
生
活
に
は
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
非
出
水
期
を
迎
え
、
河
川
の
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
三
月
の
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
箇
所
の
本
格
復
旧
工
事
を
は
じ
め
と
す
る

工
事
が
管
内
の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
で
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
度
完
成
工
事
の
中
か

ら
特
に
「
安
全
管
理
」
に
つ
い

て
優
秀
で
あ
っ
た
下
記
の
二

工
事
に
つ
い
て
表
彰
し
、
受

賞
者
か
ら
安
全
対
策
の
取
り

組
み
（
第
三
者
に
対
す
る
安
全

確
保
対
策
・
リ
ス
ク
の
高
い

項
目
に
つ
い
て
事
前
調
査
を

行
い
対
策
を
講
じ
る
等
）
に
つ

い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

施
工
業
者
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ら
の
実
績
事
例
も
参
考
に
、

今
後
、
よ
り
一
層
の
安
全
対

策
に
万
全
を
期
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
氏
家
（
下
）
築
堤
工
事
】

（
片
柳
建
設
・
い
な
ば
建
設
経

常
建
設
共
同
企
業
体
）

【
風
見
（
下
）
低
水
護
岸
工
事
】

（
株
式
会
社
浜
屋
組
）

○
平
成
二
十
三
年
度
重
点
的
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
筑
西
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
安
全
講
話

事
務
局
か
ら
の
平
成
二
十
三
年
度
の
重
点
的
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
挟
み
、

筑
西
労
働
基
準

監
督
署
の
深
津
安
全
衛
生
課
長
を
講
師
に
「
労
働
災

害
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
・

震
災
の
復
興

工
事
に
お
け
る
労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
」
の
内

容
で
安
全
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

労
働
災
害
の
最
前
線
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
講
師

の
方
か
ら
労
働
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
強
調
さ
れ
た

一
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
事
前
の
一
策
は
、
事
後
の
百
策
に
も
優
る
！
」
で
す

沿
川
の
住
民
の
皆
様
や
河
川
利
用
の
皆
様
に
は
、
工
事
の

た
め
の
通
行
止
め
や
工
事
車
両
の
通
行
等

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⽯井出張所管内では、台⾵15号の洪⽔で洗掘された災害箇
所の応急復旧⼯事が始まりました。

軒下まで水につかった家

（元飯田）不法投棄状況の確認･ゴミの量にショック！！

未
来
を
担
う
中
学
生
の
ふ
る
さ
と
の
川
へ
の
関
心
や
河
川

愛
護
の
意
識
が
向
上
す
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支部配置状況確認
被災箇所の応急復旧検討

情報伝達

停電時設備操作訓練

情報収集･集約

照明車設営

テーマ 過去、そして未来へ

パネラー

【筑西市:水防団関係】富田 宏司 副団長

【下妻市:水防団関係】佐藤 茂 元消防団長

【常総市:水防団関係】沼尻 隆志 消防団長

【 住 民 】 渡辺比佐子

【 住 民 】 古澤 諭

【当時の事務所関係者】福田 昌史

【当時の事務所関係者】丸山 泉

コｰディネｰタｰ

【 下館河川事務所⻑】富岡 秀顯

不法投棄防止看板等の作成

安全対策取り組みについての発表
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。
ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
現
場
の
巡
視
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
・ゴ
ミ
鳥

居
の
制
作
・設
置
、
鬼
怒
川
に
つ
い
て
の
講
義
と
水
質
調
査
、

礫
（
れ
き
）河
原
や
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
活
動
等
の
勉
強

な
ど
日
常
生
活
に
は
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
非
出
水
期
を
迎
え
、
河
川
の
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
三
月
の
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
箇
所
の
本
格
復
旧
工
事
を
は
じ
め
と
す
る

工
事
が
管
内
の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
で
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
度
完
成
工
事
の
中
か

ら
特
に
「
安
全
管
理
」
に
つ
い

て
優
秀
で
あ
っ
た
下
記
の
二

工
事
に
つ
い
て
表
彰
し
、
受

賞
者
か
ら
安
全
対
策
の
取
り

組
み
（
第
三
者
に
対
す
る
安
全

確
保
対
策
・
リ
ス
ク
の
高
い

項
目
に
つ
い
て
事
前
調
査
を

行
い
対
策
を
講
じ
る
等
）
に
つ

い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

施
工
業
者
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ら
の
実
績
事
例
も
参
考
に
、

今
後
、
よ
り
一
層
の
安
全
対

策
に
万
全
を
期
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
氏
家
（
下
）
築
堤
工
事
】

（
片
柳
建
設
・
い
な
ば
建
設
経

常
建
設
共
同
企
業
体
）

【
風
見
（
下
）
低
水
護
岸
工
事
】

（
株
式
会
社
浜
屋
組
）

○
平
成
二
十
三
年
度
重
点
的
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
筑
西
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
安
全
講
話

事
務
局
か
ら
の
平
成
二
十
三
年
度
の
重
点
的
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
挟
み
、

筑
西
労
働
基
準

監
督
署
の
深
津
安
全
衛
生
課
長
を
講
師
に
「
労
働
災

害
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
・

震
災
の
復
興

工
事
に
お
け
る
労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
」
の
内

容
で
安
全
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

労
働
災
害
の
最
前
線
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
講
師

の
方
か
ら
労
働
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
強
調
さ
れ
た

一
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
事
前
の
一
策
は
、
事
後
の
百
策
に
も
優
る
！
」
で
す

沿
川
の
住
民
の
皆
様
や
河
川
利
用
の
皆
様
に
は
、
工
事
の

た
め
の
通
行
止
め
や
工
事
車
両
の
通
行
等

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⽯井出張所管内では、台⾵15号の洪⽔で洗掘された災害箇
所の応急復旧⼯事が始まりました。

軒下まで水につかった家

（元飯田）不法投棄状況の確認･ゴミの量にショック！！

未
来
を
担
う
中
学
生
の
ふ
る
さ
と
の
川
へ
の
関
心
や
河
川

愛
護
の
意
識
が
向
上
す
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支部配置状況確認
被災箇所の応急復旧検討

情報伝達

停電時設備操作訓練

情報収集･集約

照明車設営

テーマ 過去、そして未来へ

パネラー

【筑西市:水防団関係】富田 宏司 副団長

【下妻市:水防団関係】佐藤 茂 元消防団長

【常総市:水防団関係】沼尻 隆志 消防団長

【 住 民 】 渡辺比佐子

【 住 民 】 古澤 諭

【当時の事務所関係者】福田 昌史

【当時の事務所関係者】丸山 泉

コｰディネｰタｰ

【 下館河川事務所⻑】富岡 秀顯

不法投棄防止看板等の作成

安全対策取り組みについての発表


